
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○基礎・基本の定着と思考力・判断力・
表現力を高める授業の実践

○教師主導の「めあて」から、子どもの
主体的な学びを促す「問い」への指導
の転換

○児童アンケートで「問題文をとくときに、数字や
だいじな言葉にしるしをつけたり、式の意味を図
や数直線をつかって、ともだちにつたえることが
できる」と答える児童を80％以上にする。
○主体的に学んでいると感じている児童の割合
を８０％以上にする。

・特に算数科の授業において、数やキーワード
に印をつけさせて式の意味を考えさせたり、式と
図等を関連させたりして問題文を解かせる。

・子どもが疑問をもつ（＝「問い」が生まれる）よ
うな問いかけを工夫する。

B

・問題文を読む際に数や大事な言葉に印をつけて、課
題の理解に努めている児童は７５．３％であった。今後
の学習活動で繰り返し指導を行なうことで、今後も児
童に意識付けを行なっていく。
・主体的に学んでいると感じる児童の割合は、５６．
８％であった。今年度から取り組む「めあてを自分で考
える」学習活動を、児童に浸透させていくなかで主体的
に学んでいると感じる児童を増やす。

A

・問題文を読むときに、数や言葉などに印をつけたり、問われている
ことに線を引いたりする児童が増加した（８４％）。また、式や図や
数直線等と関連させて、自分の考えを友達に伝えることもできるよ
うになった（８5％）。
・主体的に学んでいると感じる児童の割合が増加した（６７％）で
あった。「めあてを自分で考える」学習活動が、少しずつ児童に浸透
してきたので、次年度も今年度同様に主体的に学ぶ児童を増やし
ていきたい。

A

・今年度の重点目標である「問い」を中心とした
取組について、主体的に学んでいると感じる児
童が増加しており、達成度は適当である。教師
の根気強い取組があってこそだと感じる。
・その一方個人差も広がっていると感じる。基
礎的な内容も大切にしながら、取組を続けてほ
しい。

【学習指導部】
・学力向上コーディネー
ター
・研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○児童アンケートで「楽しく（意欲的に）学校生活
を送っていると回答する児童を９０％以上にす
る。
○自問清掃をがんばっていると感じる児童を９
０％以上にする。

・人権教室で、児童の実態に応じた話やエンカ
ウンターなどを全職員で行い、児童一人一人を
大切にし、自己肯定感を高める。
・自問清掃の取組を通して、自律、協働や思い
やりの心を育てる。

A

・毎月の人権教室を計画通りに実施し、自己肯定感を
高める取組を行ってきた。下期も引き続き、活動を続け
ていく。
・頑張っている児童の写真やがまん日記を掲示した
り、「おそうじ教室」を開催したりすることで、自問清掃
に対する意欲を高めた。下期は、全校集会の生活の
話で話すなどして、活動を深めていく。

A

・人権教室は、計画通りに進めることができた。「学校生活は楽しいですか」
の項目は、84％だった。来年度は、お互いのよさを見つけ合うなどして、自己
肯定感を高める活動をしていきたい。
・「がまん掃除や見つけ掃除ができていますか」の項目は、96％だった。昨年
度に引き続き写真掲示を行ったり、強化週間を設けて重点的に掃除に取り
組む場所を提示する取り組みを行った。また、学級でがまん日記の良い書き
方を示したり、児童同士で読み合ったりすることで意欲を高めた。

A

・多くの場面で子どもたちの主体的な活動が見られ
た。「学校が楽しい」と感じられるような取組が行わ
れており、十分達成できている。
・学校での清掃活動への取組は、子どもたちにとっ
てとてもいい機会になっている。今後も継続して取り
組んでほしい。

【生徒指導部】
・道徳教育担当
・人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○児童アンケートで、「いじめをなくす宣言」を
守っていると回答する児童を９０％以上にする。
○保護者アンケートで、「いじめ防止の取組の成
果が出ていると思うか」の問いに対し、肯定的な
評価を９０％以上にする。

・「○月の心」「QｰUテスト」「教育相談週間」にお
いて、一人一人の実態を把握し、必要な対応を
行う。
・月１回の生活指導会、教育相談会で、児童の
様子を把握し、SCやSSWの専門家とも共通理
解を図る。

A

・計画的に取り組むことで、児童の実態を把握し、必要
な対応を行ってきた。また、弁護士を招聘した学習や
CAPなどの取組で、いじめに対する考えを深めた。
・毎月の生活指導会、教育相談会で、各学年の支援
の必要な児童を紹介し、全職員で共通理解を図った。

A

・「いじめをなくす宣言を守っている」と回答した児童は96％となり、目標値に達した。「い
じめ防止の取り組みの成果が出ている」と回答した保護者が88％であった。
・生徒指導会、教育相談会や11月のＱ-Ｕテストの結果、いじめアンケートや「○月の心」
などで、いじめや子どもの把握、問題解決に取り組んできた。これからも、子どもとの対話
や保護者への連絡などを通して未然防止、早期発見に努めていきたい。 A

・子どもたちのアンケート結果に学校の取
組があらわれている。「○月のこころ」や教
育相談週間など、子どもが自分の思いを伝
えられる取組は大切である。
・いじめは、子どもや学校だけの課題では
なく、地域全体の課題でもある。

【生徒指導主任】
・生徒指導主任
・教育相談担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童９０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定
的な回答をした児童８５％以上

・がまん日記や帰りの会などで、児童のよいとこ
ろを認める機会を設ける。
・総合的な学習、生活科、社会科、道徳などで、
自分の生活を振り返ったり、自分の夢をもったり
できる活動を行う。
・全校集会や学級活動等で、児童に学ぶ意味・
意義について考えさせる話を行う。

A

・がまん日記や帰りの会など、計画的に各学年の実態
に応じて児童のよいところを認める機会を設け、取り組
んでいる。
・各学年の学習活動の中で、計画的に取り組んでい
る。上期では、助産師に来ていただいた学習活動を
行ったが、下期も地域人材を活用した学習を行ったり、
自分の成長を振り返ったり夢をもったりできるような活
動を行ったりしていく。

B

・各学年の実態に応じて、がまん日記の紹介や良いところ見つけな
どを通して、児童のよいところを認める機会を増やした結果、88％で
あった。
・各教科の学習でできるようになったことを振り返る活動を行なった
り、助産師や弁護士などの地域人材を活用した学習活動を仕組む
ことで、自分の成長を振り返ったり、職業に夢をもったりすることが
できるような取り組みをしてきた結果、84％であった。

A

・アンケートの結果は、教師が夢をもつこと
のすばらしさを伝えていることのあらわれ。
小学生の時に、夢や目標をもっていること
はすごい。
・学校での取組に感謝。今後も子どもたち
の夢や目標に密に関わっていただきたい。

【生徒指導部】
・教育相談担当
・道徳教育担当

○「出番・役割・承認」による自己肯定
感の醸成

○委員会活動や係活動で自分の役割を果たし、
承認されていると感じる児童の割合を
90％以上にする。

・児童集会や代表委員会、委員会活動や係活
動で、一人一人に役割をつくり、児童の思いや
考えを生かした活動の機会を設ける。
・児童が児童会活動等の役割を果たすことで自
分が承認されているという実感をもたせていく。 A

・代表委員会の話し合いで決定した「あいさつ運動１
学期１０００人」や運動会のスローガンに向かって全校
で取り組むことができた。委員会活動や係活動では、
一人一人に役割をつくり、児童の思いや考えを生かし
た活動の機会を設け、取り組むことができている。
・わんぱくタイムでは、異学年の児童と一緒に遊んだ
り、折り鶴を折ったりすることができた。その経験から、
運動会の練習では、縦割り班でダンスを教えたり、並
び方や応援の仕方を教え合ったりして協力しながら取
り組むことができた。

A

・委員会活動や係活動で、自分の役割を果たしていると回答した児童は85％で目標には
達しなかった。このことは、よりよい学校生活にするために「あいさつ運動」に取り組んで
いるが、１学期は、目標１０００人を達成した。そこで、２学期は、１３００人に目標を高くし
たが、あと少しで達成することができなかった。このことで自分の役割をはたすことができ
なかったと感じたからではないかと考えられる。しかし、３学期は、みんなが参加できる
「あいさつ運動」にするためにはどうしたらいいかと考えを深め取り組もうとする姿が見ら
れた。
・委員会活動の中で、挨拶運動や募金活動、図書館まつりなど、児童の考えを生かした
活動を行うことができた。4年生の委員会体験では、6年生が中心となって計画をたて仕
事内容を教えたり、一緒に活動したりして熱心に取り組む姿が見られた。クラスの係活動
においても、アイデアを出し合いながら取り組むなど、多くの児童が積極的に取り組むこ
とができていた。

A

・学校行事等様々な場面で生き生きと活動
する子どもたちの姿を目にする。教師のサ
ポートのもと、各学年での出番・役割・承認
がなされていると感じる。
・学校外でも子どもたちはよくあいさつをし
てくれる。学校での活動が地域にも広がっ
ている。

【特別活動部】
・特別活動主任
・児童会活動担当

●望ましい生活習慣の形成 ○睡眠時間の確保(就寝目安時間に寝た児童を
65％以上にする)
○朝食喫食率及び食事内容の質の向上　　(朝
食喫食率95％以上にする)
○「健康に良い食事をしている児童」90％を目指
す。

・年に２回の「健康アンケート」の実施。メディア
の閲覧時間の項目で実態を把握し、養護教諭と
連携して、睡眠等との関係について指導する。
・望ましい生活習慣や食育に関する指導を学活
や教科等で推進する。
・家庭における生活習慣のチェックを実施し、集
計結果を「学校だより」等で知らせる。

Ｃ

・昨年度と内容や実施方法を一部変更し、児童の実態
に応じた指導ができるよう、健康アンケートの準備を進
めている。
・保健に関する指導や行事の事前指導で望ましい生
活習慣について指導を行った。学級でも機会あるごと
に生活リズムと結びつけて指導している。食育に関し
ても、給食時間だけでなく、関連教科や総合、人権教
室など様々な場面で話をしている。
・家庭における1回目の生活習慣チェックを行った。２回
目にむけて、お便り用で周知していく予定。

C

・健康アンケートの内容を修正して実施した。就寝目安時間に寝た児童は
50.6％、朝食喫食率は94.2％で目標に届かなかった。
・「健康に良い食事をしている児童」は93.5％で、目標を上回った。
・アンケート結果は、保護者向けにお便りを作成し配布したり、掲示をしたりし
て周知した。健康アンケートは２月にも同様に実施予定であり、生活習慣の
指導も引き続き行っていく。

・今回、アセスメントがうまくいっていなかったため、目標値が児童の実態に
対して高めに設定されていた。次年度は、今回の反省を活かして、実現可能
で改善の余地のある数値目標の設定を行う必要がある。

C

・望ましい生活習慣については、家庭と学
校の連携が十分に行われていなければ達
成することは難しく、評価が低下するのは
仕方ないと思われる。
・睡眠や食生活などは、それぞれの家庭で
保護者と話し合う問題ではないか。学校だ
けで指導することは難しいことであり、今後
家庭との連携をより一層深めてほしい。

【保健体育部】
・食育担当
・保健主事

○運動習慣の改善や定着化 ○運動習慣の定着を目指す。外遊びの割合、
50％、冬60％以上にする。
○運動委員会を中心として、スポーツ週間、マラ
ソンタイム等を行い、運動親しませる。

・外遊びで使用する道具を使いやすいように準
備する。
・スポーツ週間・マラソンタイム等への参加を呼
びかけるとともに、昼休み等の時間を利用して、
全校児童参加型のイベントを企画する。 B

・委員会で計画して１学期は靴とばし大会をおこなっ
た。自分たちで計画して、実行することができた。２学
期、３学期も運動週間を開催予定。
・遊具等の安全点検をしたり、委員会でボールや一輪
車の空気を入れたりして全校児童が運動しやすい環
境を作ることができた。
・昼休みに外遊びをする児童は、５０％以上になってい
る。

B

・運動委員会で計画して2学期はマラソンタイム・玉入れ大会をおこない、運
動習慣への意識を高めた。運動委員会の児童は、自分たちで計画して準
備・実行することができた。
・学校評価アンケートの「体育の時や運動会などで運動を頑張っています
か。」の項目で、肯定的な回答をした児童は、９５％であった。
・寒くなってきて「毎日運動している」「時々運動している」と答えた割合は全
校で４４％と下がってきている。昼休みに外遊びをする児童は、低学年６
４％、高学年では３８％台になっている。

A

・「玉入れ大会」や「縦割り班対抗リレー大会」
など、子どもたちの自主的な取組はすばらし
い。今後も楽しみながら体を動かす活動を児童
を中心として続けていってほしい。
・体育の授業において、全ての子どもが様々な
運動経験を行うことは、個人差をなくすことにも
つながるのでよい。

【保健体育部】
・体育主任

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
〇時間外在校等時間を昨年度より5％縮減す
る。

・時間外在校等時間の週単位での意識や定時
退勤日の徹底を図る。
・学校行事や企画の精選と会議等のペーパー
レス化、校務用サーバーの整理・見える化によ
る業務の効率化を図る。 A

・時間外在校等時間に対し、施錠時間の徹底や時間
外日２時間、週１０時間を意識化する声かけを続けた
結果、４月から９月までの時間外在校等時間は、昨年
度より月平均２１％縮減となった。
・職員会議や連絡会等のペーパーレス化を推進したこ
とにより、業務の効率化を図ることができている。今後
は、学校行事の精選ならびに校務用サーバーの整理・
見える化を推進していく。

A

・時間外在校等時間の削減を目指し、引き続き取り組みを続けた結
果、４月から１２月までの時間外在校等時間は、昨年度比１２％減
という結果になった。また、１２月までに時間外在校等時間が月４５
時間を超える職員の累計が昨年度の４４名から今年度９名と減少
した。
・職員会議での発言時間を設定したり、連絡会の発言予定者を前
もって把握したりすることで、時間意識の醸成を図った。今後も取り
組みを続けていく。

A

・時間外在校等時間が短くなっていること
はよいことである。しかし、時間外が短く
なったことで持ち帰りの業務が増えてはい
ないか。今後も改善を続けてほしい。
・連絡会の発言予定者を把握するなどの
取組はよいと感じる。今後も続けてほし
い。

・管理職

〇心理的安全性が担保された職員室
づくり

○「安心して相談や質問、意見等を述べることが
できる」という教職員の肯定的評価を90％以上
にする。

・全ての教職員が協働することに注力するととも
に、互いに価値観を認め合い、異なった意見に
耳を傾ける。
・四部会の部長を中心に、計画的に業務を進め
るとともに、職員間のフォロー体制を強化する。

A
・毎月の職員へのアンケートの結果、９２．４％の職員
が「安心して相談や質問、意見等を述べることができ
る」と回答している。今後も職員からの声に積極的に
耳を傾け、心理的安全が担保された職員室づくりに努
める。

A

・毎月の職員へのアンケートの結果、９３．８％の職員が「安心して
相談や質問・意見等を述べることができる」と回答している。今後、
さらに学年グループ等で話ができる時間の設定等工夫を行い、心
理的安全が担保された職員室作りに努める。 A

・職員が「安心して相談や質問・意見等を述べ
ることができる」ことは、児童や保護者にとって
も学校が信頼できる、安心して過ごせる場所に
なっているのでは。学校運営にはとても大事な
こと。

・管理職

●特別支援教育の充実

○特別支援教育体制の強化と充実 ○困り感をもつ児童の共通理解を図り、全職員
によるよりよい支援体制づくりをめざす。
○対象児童の個別の教育支援計画・指導計画
の作成率を１００％にする。

・校内教育支援委員会を通して、対象児童への
支援体制を考え、全職員への周知を図る。ま
た、校内研修を通して、特別支援教育への理解
と支援の充実に努める。
・前年度の引き継ぎをもとに、個別の教育支援
計画・指導計画を作成するとともに、それを活用
しながら適切な支援を行う。
・子どもの特性の理解に基づいた教科指導の工
夫を行う。

A

・校内教育支援委員会や児童サポート会議で、困り感
をもつ児童の支援体制について話し合い、支援を図っ
ている。夏期休業中に、「子どもたちのよさや可能性を
引き出し伸ばすために」という内容で、講師を招いて研
修を行い、児童の支援についての考え方や具体案の
共通理解を図った。
・対象児童の個別の教育支援計画・指導計画は、前
期までの作成を行い、支援に当たっている。

A

・支援体制についての評価は、「思う・大体思う」を合わせて、教職
員は94％、保護者は93％であった。
・児童の困り感にもとづいて話し合いを行い、校内の支援体制を整
えたり、必要に応じて子ども支援センターとも連携を図り、支援に当
たった。
・対象児童全員の個別の教育支援計画・指導計画を作成し、支援
を行った。

A

・特別支援教育に副担任制を取り入れ、各
行事や授業参観でも適切な支援が見られ
た。
・複数の先生方が児童と関わることで、困
り感をもつ児童への支援が適切に行われ
ていると感じる。

【生徒指導部】
・特別支援教育コー
ディネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○ 読書活動の推進

○主体的な読書活動の推進 ○貸出冊数年間１５０冊以上の児童の割合を８
０％以上にする。

・図書館だよりや図書室前の掲示等で本の紹介
を行い、読書への興味を高める。
・１回の貸出冊数を２冊から３冊とし、より多くの
本と親しむ機会を設ける。

B
ほたるまつりやもじみまつりなどイベントを通して、読書
への興味を持たせることができた。今後も、読書ビンゴ
や新春読書チャレンジなど様々なイベントを通して、
150冊以上の児童の割合を80％を達成したい。

A
・学期ごとに様々なイベントを行うことができ、多くの本と親しむ機会を設け
た。また、学期ごとのイベントの充実や貸し出し冊数を3冊にしたことで、貸出
冊数年間150冊以上の児童の割合は80％達成する状況である。
・イベントを通して、しおりやプラス一冊貸し出し券の賞品などの配布も行い、
本を読む意欲へとつなげることもできた。

A
・150冊の表彰は子どもたちの励みになってい
る。読書のよさを知るきっかけにもなる。今後も
続けてほしい。
・図書室の蔵書やレイアウト等、大変興味深
い。

【学習指導部】
・図書館教育担当

○ふるさと学習の充実

○ふるさとへの誇りを持ち、志を高める
教育活動の推進

○児童アンケートで「ふるさとへの愛着を持って
いる」と回答する児童の割合を90％以上にする。

・総合的な学習、生活科において、地域の教育
資源や人材等活用をした体験活動や校区内散
策、岩松読本を使った調べ学習等を行う。
・５、６年生対象に「岩松検定」を実施する。

B

・総合的な学習、生活科において、地域の方の協力を
得て、祇園川の調査やホタル学習、たまねぎ収穫など
の体験活動を行った。今後、総合的な学習の内容を見
直し、児童自らが地域の良さを主体的に探究していく
単元づくりを行いたい。

A

・児童アンケートでふるさと岩松が好きと答えた児童は８９％であっ
た。目標の９０％には、届かなかったが、小城市内のお寺や神社を
巡る６年生のふるさと史跡探訪や５・６年生で受ける岩松検定のた
めに、岩松読本で岩松地区のことを学び、ふるさと岩松の良さを深
く知ることができている。

A
・青少健活動等で子どもたちとふれ合う機
会が多いことがよい。今後も、青少健活動
等、地域住民との交流の機会に積極的な
参加をお願いしたい。

・教務主任
・総合的な学習主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 小城市立岩松小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・「問い」を中心とした、主体的・対話的な深い学びの実践に向けて、校内研を中心に取組を進めた。教師や子どもの意識の変化は見られたが、学力の向上には至っていない。次年度、今年度の反省を踏まえた上で、授業改善やAIドリルを活用した基礎・基本の定着等さらに取組を進
め、学力の向上を推進していく。
・特別支援学級の児童だけではなく、困り感をもつ全ての児童に支援を行うため、本校では副担任制をとっている。複数の教員で関わることで、児童の困り感に寄り添うことができている。しかし、職員数の減少に伴い、これまでの体制を維持することが難しくなっている。次年度は、低・
中・高学年団を中心に体制を作ることで、児童の困り感に寄り添っていく。
・今年度達成度がやや不十分であった規則正しい生活習慣の確立に向け、家庭との連携という課題の克服に努めていく。家庭を巻き込んだ取組について担当者を中心に全職員で考えながら、さらに継続・発展していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・職員全員が一枚岩となり、学力向上や心の教育に取り組みを続けた結果、多くの場面において子どもたちの自主的な活動が見られた。今後は、さらに多くの子どもたちが「学校生活が楽しい」と感じることができるような取組を行っていきたい。

・特別支援学級だけではなく通常学級の中にも支援が必要な児童が多く見られる。今後も、本校の特色である副担任制を継続し、個に応じた指導を全体で行っていきたい。

・今後も業務改善に向け、全職員の理解をもとに新たな手立てを講じながら取り組みを進めたい。また、児童の睡眠時間の確保や朝食内容の質の向上等、規則正しい生活習慣の確立に向け、家庭を巻き込んだ取組をさらに継続・発展させていきたい。

２　学校教育目標 自律・協働・創造の育成 ～主体的、対話的な深い学びの実践を通して～

３　本年度の重点目標

①「問い」を中心とした、主体的、対話的な深い学びの実践に取り組むことで、学力向上を推進する。

②特別支援教育の視点を取り入れた子ども理解に全職員が努め、複数担任制による個に応じた組織的な指導体制の機能を高める。

③規則正しい生活習慣の確立や家庭学習の習慣化など、家庭と連携した子どもの自律を促す取組を継続・発展させる。


